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研究目的と特徴 
6 軸表面Ｘ線回折装置を用いて、半導体表面構造及び界面形成の初期過程について研究することを目的

とする。特に次世代の半導体開発において重要な表面界面の構造について、研究を行う。また、走査トン

ネル顕微鏡では研究できない表面原子の熱振動など、表面の電子密度分布を求める研究まで視野に入れた

精密な表面構造解析を行う。本研究では、これまでに S1 課題(97S1-003)で立ち上げ、S2 課題（2000S2-003）
で整備した 6 軸表面Ｘ線回折装置及び共同開発研究で開発した低温用試料マニピュレータを利用する。 

研究成果（2005 年度） 
(1) SiC 表面の酸化過程に関する研究 
最近、高耐電圧の半導体である SiC を用いたパワーデバイスが、環境問題から精力的に開発が進められ

ている電気自動車等に用いるために研究されている。本研究では、表面Ｘ線回折法を用いて In-plane 及び 
Out-of-plane の構造解析を、SiC(0001)3×3 構造の原子位置について具体的な座標を求めた。次に酸化過

程について研究を行い、酸素ガスをチェンバー内に導入し、3×3 構造の変化をその場観察した。構造解析

から具体的に酸素の吸着原子位置を明らかにし、酸化のモデルを提唱した。（発表論文(1),(2)） 
(2) Si(111)-Ag 表面の超構造と相転移に関する研究 

Si(111)表面に 1ML 相当の Ag 原子を約 550°C で吸着させると√3×√3-Ag 構造が形成される。この表

面を約 600°C の高温でアニールして Ag を脱離させ室温まで下げると 6×1-Ag 構造になる。この 6×1-Ag
構造について、00 ロッドに沿った強度変化を最小二乗法によって解析し、単位格子内には Ag が 2 原子、

Si が 8 原子あり、それぞれがほぼ同じ高さにあること、さらに、それらの高さは√3×√3-Ag 構造におけ

る、Ag および第一層 Si の高さに近い値をとることが分かった。（発表論文(3)） 
(3)InP 表面構造の研究 
化合物半導体 InP は Si の nMOSFET と融合させ、現在の CMOS の劇的な性能向上が期待されて

いる材料の一つである。InP (001)‐2×4 表面構造について、その原子構造を明らかにする研究を開

始した。III-V 属化合物半導体の表面構造について広く提唱されている Mixed-dimer モデルの当否を

明らかにすることを研究の目的としている。(応用物理学会 2006 春で発表)  
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